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SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）会長に就任して 
 

SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）会長 
広島大学 大学院先進理工系科学研究科 

木村 昭夫 
 
 
 今年度より第5期のSPRUC会長に選出されました。
SPRUC は 2012 年 4 月に設置され、現在の会員数は
13,000 人を超えております。SPring-8 を利用する全て
のユーザーが会員として登録され、研究会の数も 50 を
超えることからもわかりますように学術会や産業界の多
様な分野の研究者の方々から構成されています。私自身
はSPRUCの活動に第3期から幹事として関わってきま
したが、その期間、SPring-8の将来に向けた取り組みが
1つの重要な活動となってきました。2016年12月に藤
原明比古氏を責任者として、「SPRUCビームライン（BL）
高性能化検討作業部会」が立ち上がり、2017年夏に行わ
れたSPring-8シンポジウム（広島大学）で初めてパネル
ディスカッションが設けられ、ユーザーと施設側との意
見交換がより活性化されました。昨年度のシンポジウム
（岡山大学）ではパネルディスカッションが3回目を数
え、施設とユーザー間で BL 再編、次期計画の進捗状況
を共有しつつ議論を深めることを目的として盛大に議論
が繰り広げられました。また、2019年3月に上述のBL
高性能化検討作業部会での議論に基づいて、第1回BLs
アップグレード検討ワークショップが開催されました。
2020年2月には第2回のワークショップが開催され、
かなり具体的な形で BL 再編について検討や議論が活発
に行われました。そこではユーザーの生の意見が飛び交
い、SPRUC の重要性を再認識した次第です。このよう
に、ユーザーと施設の間での意見交換を行う場を設け、
今後もより有効に機能していくように導く努力をするこ
とが我 S々PRUC 幹事に与えられた1つの仕事と認識し
ております。ここで新体制での各幹事を紹介させていた
だきます。 
 
庶務幹事 松下 智裕（奈良先端科学技術大学院大学） 
広報・渉外幹事 竹中 幹人（京都大学） 
編集幹事 竹田 幸治（日本原子力研究開発機構） 
利用幹事 三村功次郎（大阪府立大学） 

利用幹事 兒玉 了祐（大阪大学） 
会計幹事 久保田佳基（大阪府立大学） 
行事幹事 西堀 英治（筑波大学） 
行事幹事 横谷 尚睦（岡山大学） 
行事幹事 大和田謙二（量子科学技術研究開発機構） 
行事幹事 松村 大樹（日本原子力研究開発機構） 
企画幹事 藤原 秀紀（大阪大学） 
 
 上記各幹事の他に、産業界から本間穂高氏（新日鉄住
金）に、学術界からは足立伸一氏（高エネルギー加速器
研究機構）に副会長としてSPRUCをご支援いただくこ
とになりました。また、各研究会の全体を取りまとめる
利用委員会の委員長は田中義人氏（兵庫県立大学）に、
副委員長は第4期に引き続き今泉公夫氏（旭化成）にお
引き受けいただきました。企画委員会の委員長は、若林
裕助氏（東北大学）にお引き受けいただきました。また、
これまで会長を歴任されました高原淳氏（九州大学）、
中川敦史氏（大阪大学）、水木純一郎氏（関西学院大学）
には監事としてご支援いただくことになっております。 
 このように、年に4回掲載の本誌「四季報」などを通
じて積極的に情報発信をしていきたいと思います。雨宮
慶幸第1期会長にはじまり、高原淳第2期会長、中川
敦史第 3 期会長、水木純一郎第 4 期会長といった方々
が築かれたことを継承し、微力ながらさらなるSPring-8
の発展を通して人材育成や社会の発展に貢献できるよ
うに活動していきたいと考えていますので会員の皆様
にはご支援のほどよろしくお願いいたします。 
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